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三次元点群を用いた皿基準による食物体積推定法







































































より算出する．ここで皿の中心点は (xc, yc, zc)とし，凸包点群
の各点は (xi, yi, zi) と表す．計算した距離の中で最大の距離で
















を行う．食物の個数を k とする．食卓から物体の高さを hk all，
食卓から皿までの高さを hdish とし，hk all と hdish の差を食物
の高さ hfood とする．食物の凸包を求め，その表面積 Sk を求
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本研究は RGB-D カメラを使用する．RGB-D カメラは，








用した．使用したクラスは，「Least Median of Squares」「Re-








































状況 指標 皿空間認識なし 皿空間認識あり
A
平均 [cm3] 368.14 375.36
標準偏差 [cm3] 18.48 18.84
B
平均 [cm3] 414.13 332.12
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